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【協議会審議等内容】午後２時００分開会 

（秦福祉管理課長） 

  皆様、こんにちは。定刻となりましたので、た

だいまより令和２年度第１回足立区地域保健福

祉推進協議会を始めさせていただきます。 

 本日は、お忙しい中、ご出席いただきましてあ

りがとうございます。私は、司会進行を務めさせ

ていただきます福祉管理課長の秦と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 委員の皆様には、日頃から当区の地域保健福

祉施策につきましてご審議いただき、厚く御礼

申し上げます。 

 また、今年度は委員の改選期となっておりま

す。皆様には、委員をお引き受けいただきまして、

重ねてお礼申し上げます。ありがとうございま

す。 

 新型コロナウイルス感染予防の観点から、本

日は、１６時をめどに進行させていただきます

ので、ご協力のほうよろしくお願いいたします。 

 初めに、委嘱状を交付いたします。本来であれ

ば、区長の近藤から委嘱状を交付するところで

すが、公務のため、福祉部長の中村から委嘱状を

交付させていただきます。委員を代表して、前副

会長であられました酒井雅男様、その場でご起

立の上、委嘱状をお受け取りください。 

（中村福祉部長） 

委嘱状、酒井雅男様。足立区地域保健福祉推進

協議会委員を委嘱します。任期、令和２年７月２

４日から令和４年７月２３日まで。令和２年７

月２９日、足立区長、近藤やよい。 

（秦福祉管理課長） 

  続きまして、福祉部長の中村からご挨拶を申

し上げます。 

（中村福祉部長） 

皆様、こんにちは。福祉部長の中村でございま

す。本日は大変お忙しい中、今年度第１回目の足

立区地域保健福祉推進協議会にご出席賜りまし

て、誠にありがとうございます。ただいま皆様を

代表して酒井委員に委嘱状をお渡しさせていた

だきました。この審議会につきましては、１３名

の方が新たに委員におなりいただきまして、３

６名の方が引き続き委員ということで、４９名

の方に委嘱をさせていただきました。 

 この審議会につきましては、その４９名のほ

かに、説明のために各部より管理職が出席して

おりますので、非常に大規模な協議会となって

ございます。 

この審議会につきましては、これから皆様に

は、専門部会にそれぞれ所属いただきますけれ

ども、児童、障がい、高齢、保健医療分野などの

他分野にわたってのご審議をいただくこととな

ります。今年度は、特にその中でも、来期に向け

ての介護保険料の改定が予定されておりまして、

その諮問案件として保険料のご審議をいただく

ことを予定しております。 

 新型コロナウイルスの感染拡大、大変に心配

ではありますが、審議会の運営に当たりまして

も、できる限りの対策を講じながら努めてまい

りたいと思います。また、様々なご質問にも分か

りやすく、きちっとした回答をさせていただく

ことを心がけてまいりたいと思いますので、皆

様のご協力どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、委員の皆様におかれましては、それぞれ

の審議事項、非常に他分野にわたりますけれど

も、活発なご意見を頂戴できれば大変ありがた

く思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 簡単ではございますけれども、私からの挨拶

とさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

（秦福祉管理課長） 

  なお、ほかの委員の委嘱状及び区職員の任命

書につきましては、机上に配付させていただい

ております。また、本日欠席の委員の委嘱状につ

きましては、後日郵送させていただくことにな

っております。 

 各委員の紹介につきましては、席上に委員名

簿をお配りしておりますので、恐れ入りますが
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割愛させていただきます。 

 次に、資料の確認をさせていただきます。事前

に送付させていただいております資料は、お手

元の次第の審議・調査事項（３）、報告事項（１）

から（１２）、情報連絡事項（１）から（２４）

となっております。資料をお持ちでない場合は

事務局でご用意させていただきますのでお申し

出ください。大丈夫ですか。 

 また、本日の席上資料として配付しておりま

すのが、会議次第、協議会委員名簿、資料１から

資料３の各専門部会委員名簿（案）、協議会条例、

条例施行規則となっております。 

 配付資料に不備はございませんでしょうか。

皆さんお手元にありますでしょうか。 

 また、質問票をお持ちの方でまだ提出されて

いない方がいらっしゃいましたら、恐れ入りま

すが、お手を挙げていただきますでしょうか。い

らっしゃいませんか。 

 それでは、協議会を進めさせていただきます。 

 本協議会は、足立区地域保健福祉推進協議会

条例第６条第２項により、過半数の委員の出席

により成立しますが、現在過半数に達しており

ますので、会議は成立しております。皆様から活

発なご意見、ご質問を頂くためにも、迅速な会議

進行にご協力お願いいたします。 

 なお、この推進協議会の委員名や会議録など

は、区民の皆様へ公開することとなっておりま

す。記録の関係上、ご発言の前にお名前をおっし

ゃっていただくようご協力を願い申し上げます。 

 まず、審議事項（１）の会長、副会長の選出に

つきましてお諮りいたします。 

 会長、副会長は、足立区地域保健福祉推進協議

会条例第５条により、委員の互選によって定め

ると規定されておりますが、いかがいたしまし

ょうか。（事務局一任と発言する者あり） 

 事務局一任の声がありましたので、ご提案さ

せていただきます。 

 会長には、菱沼幹男委員に、副会長には、酒井

雅男委員にお願いしたいと思いますが、いかが

でしょうか。（拍手） 

 ご承認いただきまして、ありがとうございま

す。菱沼会長、酒井副会長、それではよろしくお

願いいたします。 

 それでは、恐れ入りますが、菱沼会長は、議長

席におかけいただき、議事の進行をお願いいた

します。 

（会長） 

  皆様、こんにちは。ただいま会長にご指名いた

だきました日本社会事業大学の菱沼と申します。

よろしくお願いします。私自身は、地域福祉を専

門にしておりまして、特に最近、包括的な相談支

援体制の構築で、地域に暮らす方々をいかにし

て支えていく仕組みをつくっていくのか。これ

には、まず区がしっかりとサービスを整えると

同時に、やっぱり区民の方々と一緒になって進

めて初めて実現するものです。そういう点で、こ

の委員会の役割はとても大事だと思っておりま

す。 

 ただ、私は、足立区に本格的に関わるのはこれ

が初めてです。今までいくつかの自治体のこう

いった計画、委員会には関わっておりますが、初

めてのところもあります。不慣れのところもあ

るかもしれませんが、皆様方から教えていただ

きながら一緒に考えていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速これから議事を進行したいと

思います。 

 本日の議題はお手元の次第のとおりになって

おります。 

 まずは、審議事項（２）の専門部会の選出につ

いて、を議題といたします。 

 秦福祉管理課長から説明をお願いいたします。 

（秦福祉管理課長） 

それでは、専門部会員及び部会長の選出につ

いてご説明いたします。 

 足立区地域保健福祉推進協議会条例第７条に

より、専門事項を調査するために部会を置くこ

とができるとなっております。介護保険・障がい
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福祉専門部会では、主に高齢者保健福祉、介護保

険、障がい福祉の施策について、健康あだち２１

専門部会では、主に、健康づくり施策について、

子ども支援専門部会においては、主に子ども支

援施策についてご審議いただいております。 

 専門部会の部会員選出につきましては、地域

保健福祉推進協議会条例施行規則第４条により、

会長は、協議会の委員のうちから部会の委員及

び部会長を指名すると規定されております。事

務局といたしましては、昨年度の部会員の方に

引き続きお願いしたいと考えております。また、

各団体の役員交代等により、新委員となられた

皆様にも、前任の方が所属されていた専門部会

に引き続き部会員としてお願いしたいと考えて

おります。また、それぞれの部会員と部会長です

が、介護保険・障がい福祉専門部会には、資料１

の名簿（案）のとおり、部会員、そして、部会長

には、菱沼幹男委員に、健康あだち２１専門部会

には、資料２の名簿（案）のとおりの部会員、そ

して、部会長には藤原武男委員に、子ども支援専

門部会には、資料３の名簿（案）のとおりの部会

員、そして、部会長には齊藤多江子委員にそれぞ

れお願い申し上げ、事務局の案とさせていただ

きます。 

 会長及び各委員の皆様のご了解をいただきた

く存じます。よろしくお願いいたします。 

（会長） 

ありがとうございます。ただいまご説明いた

だきましたけれども、いかがでしょうか。（拍手） 

 ありがとうございます。では、拍手をもってご

承認いただきましたので、事務局案のとおり、専

門部会員及び部会長を選出いたします。部会員、

部会長になられた皆様方、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 続いて、本協議会の進行について、事務局より

説明をお願いします。 

（秦福祉管理課長） 

それでは、会議の進行についてご説明申し上

げます。 

 ここ数年、この会議にお諮りする案件数が非

常に多くなっております。会議時間と案件数を

考慮し、効率的な会議の運営について検討した

結果、審議・調査事項及び報告事項は、担当所管

課から説明させていただき、質疑、応答を行いま

す。情報連絡事項につきましては、説明を省略さ

せていただき、最後に情報連絡事項を含めて、全

体の質疑をお受けする形をとらせていただきた

いと思います。 

 会議の進行についてご質問等ございますでし

ょうか。（特になし） 

 それでは、議事を始めるに当たりまして、足立

区長から協議会への諮問があります。本日、区長

の近藤は公務のため欠席となっておりますので、

福祉部長の中村より、お伝え申し上げます。中村

福祉部長、菱沼会長にお渡しください。 

（中村福祉部長） 

  諮問書、足立区地域保健福祉推進協議会条例

第２条第１項の規定に基づき、別紙理由書を添

えて、下記のとおり諮問いたします。 

 諮問事項、第８期介護保険事業計画における

保険料の設定について。 

（秦福祉管理課長） 

 ありがとうございました。それでは、菱沼会長、

議事の進行をお願いいたします。 

（会長） 

  ただいま福祉部長から諮問のあった審議・調

査事項（３）の第８期介護保険事業計画における

保険料の設定について、を議題とします。 

 まず、諮問理由について、小口介護保険課長か

ら説明をお願いします。 

（小口介護保険課長） 

  介護保険課長の小口と申します。よろしくお

願いいたします。 

 まず、別紙の理由書をご覧ください。 

 諮問事項につきましては、第８期介護保険事

業計画における介護保険料の設定について、で

ございます。介護保険法において、介護保険事業

計画で定める介護サービス等の総費用などを算
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定し、事業計画の３か年を通じて財政の均衡を

保つため、第１号被保険者の保険料を定めるこ

ととなっております。つきましては、適切な介護

保険料基準額の設定についてご協議いただき、

答申を頂きたいと思います。よろしくお願いい

たします。私からの説明は以上でございます。 

（会長）  

ありがとうございます。本件につきましては、

介護保険・障がい福祉専門部会に対して、答申案

の作成まで全ての調査、研究を付議したいと思

います。介護保険・障がい福祉専門部会に、本諮

問事項を付議することについてご異議ございま

せんでしょうか。（異議なしと発言する者あり） 

 ありがとうございます。異議なしのご発言を

いただきましたので、ご異議のないものとさせ

ていただきたいと思います。本諮問事項は、介護

保険・障がい福祉専門部会に付議いたします。 

 後日開催される介護保険・障がい福祉専門部

会におきまして、本件を調査、研究し、答申案を

作成されますようによろしくお願いいたします。 

 審議事項は以上になります。 

 ここからは、報告事項を議題といたします。 

 報告事項の（１）から（１２）について、各担

当課から説明を行い、その後、質問をお受けした

いと存じますが、報告事項（１）につきましては、

説明後、質疑はお受けいたします。 

 それでは、１番目、足立区における新型コロナ

ウイルス感染症発生状況について、を水口足立

保健所感染症対策課長から説明をお願いいたし

ます。 

（水口足立保健所感染症対策課長） 

  足立区における新型コロナウイルス感染症発

生状況についてです。足立保健所感染症対策課

長、水口です。いつも、委員の皆様方には、新型

コロナウイルス感染症に対して大変ご協力をい

ただきありがとうございます。本日、足立版の最

新のデータを別紙として机上に配付させていた

だいております。両面になっております。右上に

別紙と書かれている横長のものとなります。区

内におけるＰＣＲ検査数と陽性率の推移、昨日

現在のものでして、今日の午前中に区のホーム

ページに新しく更新されているものと同じもの

となっております。 

 当初、ＰＣＲ検査は、症状のある人、特に中国

に行った方や発熱４日以上、肺炎影等、検査のハ

ードルが高かったために、ＰＣＲの検査数は非

常に低調でしたが、検査を制限していたために

陽性率は、最高のときは２９．６％と高く出てお

りました。最近になって、症状のある人以外に、

医師が必要と判断した方、あるいは陽性者の濃

厚接触者は症状がなくても検査対象となったこ

とから、検査数が増加しております。最新では、

７月１５日から２１日に１，０６５件の検査を

行っております。ここ２週間の推移では１０％

弱の陽性率となっております。 

裏面をご覧ください。 

 週単位の区内感染者数及び累計です。ここ１

か月ほど感染者数が非常に増加しており、１週

間当たり１００名を超えるような状況となって

おります。 

 現在の感染症の発生状況は以上となります。 

（会長） 

  ご説明ありがとうございました。この点につ

いては非常に多くの方々が対策にご尽力いただ

いてくださっていることと思います。また一方

で、ご心配のこともあるかと思いますので、この

点について、ご意見、ご質問がございましたらお

願いいたします。（質問なし） 

 よろしいでしょうか。そうしましたら、引き続

き、対策をよろしくお願いいたします。 

 水口課長につきましては、公務のため、ここで

退席とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 それでは報告事項について、一括でご説明を

いただいてから、皆さん方からのご質問、ご意見

頂きたいと思います。 

 では、報告事項（２）令和元年度足立区介護保

険事業実施状況の速報値について、を小口介護
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保険課長からお願いいたします。 

（小口介護保険課長） 

  介護保険課長の小口です。 

 ７ページをお開きください。報告事項（２）令

和元年度足立区介護保険事業実施状況速報値に

ついて、でございます。 

 まず、６５歳以上の被保険者数は１７万１，５

９５人、前年度比５９７人増えております。 

 介護保険料収納率につきましては、前年度と

比べて０．３ポイント増となっております。また、

要支援・要介護認定者数でございますが３万６，

９１３人、前年度比１，７１４人増となっており

ます。 

 保険給付状況でございますが、介護サービス

受給者数は２万９，０１５人、保険給付費は約５

３６億、前年度比約２５億円の増となっており

ます。詳細につきましては、９ページ、１０ペー

ジをご覧いただきたいと思います。 

 私からの説明は以上となります。 

（会長） 

  ありがとうございました。続きまして、報告事

項（３）足立区高齢者保健福祉計画・第８期介護

保険事業計画のための高齢者等実態調査分析の

報告について、を渡邉高齢福祉課長からお願い

いたします。 

（渡邉高齢福祉課長） 

  高齢福祉課長の渡邉です。私からは、報告事項

（３）足立区高齢者保健福祉計画・第８期介護保

険事業計画のための高齢者等実態調査分析の報

告についてご説明します。ページは１１ページ

になります。 

 まず、調査結果から明らかになった課題は３

点で、自立期につきましては、独り暮らしの高齢

者にかかりつけ医がいない理由を確認する必要

があるということ。 

 ２点目として、要支援・軽度期につきましては、

在宅生活を維持するために必要な介護サービス

の在り方についての検証をする必要があること。 

 ３点目、中重度・終末期では、最期のことを相

談したことがない高齢者の割合を減らす必要が

あるということです。 

 続きまして、調査概要につきましては、２番の

とおりです。今回と前回の回収率の比較でござ

います。 

 続きまして、３番目として、前回調査との比較、

主な調査項目の結果です。まず、１２ページの

（１）は、介護予防・日常生活圏域ニーズにおけ

る前回調査との比較です。こちらは、運動機能の

低下、閉じこもりリスク、健康度、あるいは保険

料について前回調査との比較を記載しています。 

 改善されたポイントは、記載のとおりです。 

 また、（２）主な新規調査項目は３点です。１

点目が、介護サービス事業所での外国人材の活

用については、語学レベルに問題がなければと

いう回答が６割ですが、一方で、消極的な回答も

３割です。高齢者施策への期待として、在宅生活

を続けるための支援、あるいは独り暮らし高齢

者に対する援助等のことを記載しております。 

 また、３点目、災害時の第一次避難所について

も、記載のとおりの回答を得られたところです。 

 また、１２ページの真ん中より下から１３ペ

ージにかけまして、分析結果の概要を記してお

ります。こちらは、心身の状態を３つに分けまし

て、１２ページが自立期、それから、１３ページ

が要支援・軽度期と中重度・終末期です。それぞ

れの心身の状態を構成要素として、予防・生活支

援、医療介護、住まい、この３点の視点から分析

をしたものです。 

 分析の概要につきましては、細かいところは

省略しますが、例えば、自立期の予防・生活支援

ですと、社会生活が幸福度・主観的健康度につな

がっているというようなこと、医療介護ですと、

収入と主観的健康度には相関関係が見られるこ

と、住まいですと、独り暮らしでの施設の入所の

意向が総体的に高いというような調査結果が得

られています。 

 また、要支援・軽度期の予防・生活支援はケア

マネジャーに関すること、医療介護は、人材確保
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ができないこと、また、住まいでは、自宅での生

活の希望が約７割ということです。 

 また、中重度・終末期では、予防・生活支援の

面で地域とのつながりに地区との間に差が見ら

れるということ、また、医療・介護はケアマネジ

ャーがケアプランを立てるときの主治医との連

携についての調査結果を記載しております。 

 また、住まいとして、自宅で過ごしたい方の割

合も記載しています。 

 報告事項につきましての説明は以上でござい

ます。よろしくお願いします。 

（会長） 

  調査結果の主な分析についてご報告いただき

ました。 

 続きまして、報告事項（４）高齢者補聴器購入

費用助成について、を渡邉高齢福祉課長からお

願いいたします。 

（渡邉高齢福祉課長） 

  それでは、報告事項（４）、１４ページにつき

まして、引き続き、高齢福祉課からご説明します。 

 高齢者の補聴器の費用助成につきましては、

１番に記載したように、今月７月１日から開始

しているところでございます。 

 助成対象者につきましては４点です。まず、年

齢は満６５歳以上、２番目として住民税非課税

世帯等。３点目として耳鼻咽喉科専門医による

診断結果が得られる方、聴力レベルは、（４）に

記載したとおりです。 

 また、助成内容として、助成回数は、１人１台

限り、また、購入費は、上限金額を２万５，００

０円として、上限金額に満たない場合は、購入額

をもって助成額とします。その他、他区の状況等

につきましては、５番に記載したとおりです。よ

ろしくお願いいたします。 

（会長） 

 ありがとうございました。続きまして、報告事

項（５）地域包括ケアシステム梅田地区モデル事

業の取組状況について、を千ヶ崎地域包括ケア

推進課長からお願いいたします。 

（千ヶ崎地域包括ケア推進課長） 

  千ヶ崎です。よろしくお願いいたします。 

 お手元の資料１５ページ、報告事項（５）の資

料をご覧ください。 

 令和元年度に、梅田地区梅田２丁目から８丁

目、これは、地域包括支援センター関原の圏域に

なりますが、こちらで、地域包括ケアシステム足

立区版の実現に向けて重点的に取り組みを行い

ました。それが、平成３１年の４月にモデル事業

として開始いたしましたので、本日はその内容

の報告でございます。 

 まず、１番目といたしまして、重点の課題です。

１の（１）ア、イ、ウ、３点ございます。医療介

護、地域住民など、地域資源のさらなる連携の強

化、２番目といたしまして、ＩＣＴの活用など新

たな試みの検証、３つ目といたしまして、地域包

括ケアシステムの区民、事業者への理解の促進

ということで、このモデル事業の検討会構成メ

ンバー、梅田地区で活躍されている団体の方々

を検討メンバーといたしまして、事業の検討を

始めました。その中では、これまで地域包括支援

センターだけではできなかったような内容の計

画、事業のアイデアなどが話し合われました。そ

れらを具体的に行ったのが、本日、別紙として、

報告事項（５）の１の別添資料が、梅田地区モデ

ル事業の取組状況という資料でございます。こ

ちらに取り組んだ内容が実績として記してござ

います。 

 １枚目の表、裏につきましては、一覧といたし

まして、大きく分けて７つの企画を設けました。

この中に、様々な細かい企画として、中分類とい

った事業を展開いたしました。 

 この一つ一つの事業について、次のページ以

降に、企画１から７までの事業についての報告

について、１枚ずつ記してございます。 

 こちらにつきましては、後ほどごゆっくり目

を通していただければと思います。 

 本編の３番として、効果、課題、対策について、

主なものを抜き出しました。 
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 まず１つ目といたしまして、企画１─１、高齢

者の居場所を拠点とした取組として、この地域

包括支援センター関原の中に、高齢者の居場所

というものを開設しました。週に２回、時間にし

て二、三時間ですが、様々な事業を行いまして、

それをこちらで報告しているところでございま

す。効果といたしましては、様々な地域の方々が

結びつくことができたということ、地域資源と

言いますか、地域の方々にご協力をいただきな

がら、事業を運営することができたということ

です。課題としては、センターの居場所の運営は

負担がかなり大きくしてしまうという点です。 

 同様に、２番、３番では、住区まつりにおける

健康相談の実施や、ＭＣＳ、これはメディカルケ

アステーションと言いまして、スマホのＬＩＮ

Ｅのような形式で医療と介護と行政とでやり取

りし合いながら情報共有に努める。そのような

ツールを使って検証を行いました。これは、架空

の事例を使ってモデルとして行ってみたもので

す。その中からも一定の効果、課題、対策などが

見えてまいりました。 

 ４番として、今後の展開です。梅田地区の展開

ですが、昨今のコロナの関係で、昨年度の２月以

降、会議が進められておりません。この取り組み

内容の最終的な検証を行うため、皆で集まりた

いのですが、今のところできていないため、どの

ように進めていくか、これから考えて参ります。 

 （２）といたしまして、他地区への展開ですが、

今後、梅田地区で実施できたことをまとめまし

て、他の２４の地域包括支援センターに情報提

供を行います。一つ一つの事業を同じように実

施してくださいということではないのですが、

地域の資源に合ったやり方、内容、取組を進めて

いただきたいということで、手順書をお示した

いと考えています。また、今回の検証を基に、来

年度以降、どのように展開していくかというこ

とを予算措置や委託内容、このようなことを検

討していきたいと考えております。 

 私からの説明は以上です。 

（会長） 

  ありがとうございました。取組状況と課題に

ついてご報告いただきました。 

 続きまして、報告事項（６）足立区障がい福祉

関連計画のための実態調査分析の報告について、

を小山障がい福祉課長からお願いいたします。 

（小山障がい福祉課長）  

障がい福祉課長小山です。よろしくお願いい

たします。 

 １７ページ、報告事項（６）をお開きください。

足立区障がい福祉関連計画のための実態調査分

析の報告でございます。 

 今年度中に、足立区第６期障がい福祉計画・第

２期障がい児福祉計画、こちらの策定を目指し

ております。そのための障がい児・者及び事業所

の実態調査、こちらのほうを昨年度中に実施し

ましたので、そのご報告をいたします。 

 １番、調査結果から明らかになった課題でご

ざいます。１つ目、障がい者の生活を支えるため、

実現するためには、地域で暮らすための介助、住

まい、このような支援を拡充すること、これが必

要と浮かび上がってきました。 

 ２つ目、災害発生時の避難場所ですが、他者と

過ごすことへの不安を感じている障がい児・者

が多かったということが浮かび上がってきまし

た。これについては、区民を含めた周知、それか

ら、避難所における体制の確保といったところ

の課題が浮かび上がってきたとこでございます。 

 ３つ目、障がいに対する新たなサービス利用

希望、こちらは増加傾向にございます。しかしな

がら、職員数の不足、こういったところでなかな

かサービス提供に至らない事業者が多いという

声を頂き、人材確保のための支援、こちらを拡充

する必要性が浮かび上がってきました。これが

３つ目でございます。 

 ２番、調査の概要ですが、今回の調査におきま

しては、１８歳以上、１８歳未満及び保護者、そ

して、事業所、この３つに分けて行わせていただ

きました。総勢３，０００を超える方々を対象に
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し、回答率等々につきましては、記載のとおり３

９％から６９．８％という回答を頂いたところ

でございます。 

 １枚おめくりください。１８ページ目になり

ます。 

 回答者の属性、３番につきましては、記載のと

おりでございます。 

 分析結果の概要でございますが、表の中で構

成要素を７つほど載せさせていただてございま

すが、例えば、上からの２番目、外出頻度につき

ましては、１８歳未満は、１８歳以上に比べると

外出頻度が高い。逆にいうと、年齢が重ねれば、

外出頻度が低くなってしまっている、という傾

向が浮かび上がってきました。 

 それから、５番目です。充実を期待する施策と

しては、１８歳以上におきましては、経済的な支

援の充実が一番でしたが、それ以下、１８歳未満

においては、例えば、就労支援の充実、それから、

療育・就学支援の充実、こういった声が挙がって

まいりました。 

 一番下、事業所調査②でございますが、こちら

については、サービス提供上の課題として、先ほ

ど職員の確保というとこもありましたが、それ

に加えて、夜間や休日の対応が難しい、困難事例

の対応も難しい、という声も同時に挙がってき

ているところでございます。 

 今後の方針につきましては、本調査結果の分

析、精査及び今後、団体等へのヒアリング、また、

この協議会、障がいの自立支援協議会、パブリッ

クコメント、様々なところからご意見を頂き、今

年度中の策定を目指してまいります。 

 私からの報告は以上になります。 

（会長） 

ありがとうございました。続きまして、報告事

項（７）障がい福祉センター改善検証・評価会の

報告及び今後の取組について、を江連障がい福

祉センター所長からお願いいたします。 

（江連障がい福祉センター所長） 

  障がい福祉センター所長、江連でございます。 

私から、報告事項（７）障がい福祉センター改

善検証・評価会の報告及び今後の取組について、

ご説明させていただきます。 

 一昨年、平成３０年に生じました心理的虐待

の案件に対しまして、その年の年度末、３月末に

あり方検討委員会で検討した答申を頂いており

ます。その報告に基づいて、昨年度、１年間取り

組んできました改善内容を報告し、評価会から

評価を頂いたところでございます。 

 まず、改善評価会でございますが、令和２年２

月２８日、表記の委員構成で実施しております。

３名の委員は、いずれもあり方検討委員会のメ

ンバーでもございます。 

 令和元年度は、記載にあります４項目につい

て取り組みました。 

 １つ目でございます。権利擁護、虐待防止につ

いて、でございますが、東京都福祉保健財団の研

修内容に基づき、センター職員全員にフィード

バック研修を実施しております。 

 ２つ目といたしまして、若手職員を中心とし

て所内研修や区内障がい施設の視察等を実施し

ております。 

 ３つ目、専門評価機関からの第三者評価、また

東京都による指導、検査を受けておりまして、問

題ないことを確認できてございます。 

 最後に、外部指導による知識の習得、また事例

検討を実施してまいりました。 

 詳細につきましては、別紙資料、報告資料をご

覧いただければと思います。 

 次に、今後の取り組みでございます。まず、外

部指導につきましては、表にありますとおり、３

つの係で引き続き同じ外部指導の先生にご協力

いただきまして実施してまいりたいと考えてお

ります。 

 裏面の今後新たな取組でございます。学識経

験者など、外部の方から参加いただきました障

がい者ケアマネジメント評価会議及び障がい福

祉センター実施報告会を新たに開催し、チェッ

ク体制の評価、また、利用者本位の支援に努めて
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まいりたいと考えております。 

 私からの説明は以上になります。ありがとう

ございます。 

（会長） 

  ありがとうございました。続きまして、報告事

項（８）未来へつなぐ あだちプロジェクト（第

２期足立区子どもの貧困対策実施計画）の策定

について、を田口子どもの貧困対策担当課長か

ら、お願いいたします。 

（田口子どもの貧困対策担当課長） 

  子どもの貧困対策担当課長、田口でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 ２２ページの報告事項（８）未来へつなぐ あ

だちプロジェクト（第２期足立区子どもの貧困

対策推進計画）の策定について、でございます。 

 こちらは、資料といたしまして報告資料の８

─１をつけさせていただいております。 

 １番の計画期間でございます。令和２年から

令和６年までの５か年間、計画の体系につきま

しては、２５ページから２８ページをご覧くだ

さい。変更点でございますが、パブリックコメン

トを頂きまして、柱立て１のところで、区事業以

外といたしまして、子ども食堂の開催を追記い

たしました。また、第３章の次の５年間の取組の

中で、若年者の支援の構築のところで、ＳＮＳの

活用を追加いたしました。４番の２期の計画で

強化する取組について、でございます。１つ目と

いたしまして、子どもの経験・体験の機会の充実、

関連事業といたしましては、環境学習ツアーや

夏休みのものづくり体験、工場見学、キャリア教

育の支援を充実していくように取り組んでまい

ります。 

 また、２つ目といたしまして、行政と地域等が

協働、協創して、子どもの未来を応援する地域

（まち）づくりでございます。 

 子ども食堂の場所を増やしてまいりますのと、

子どもの未来を応援する活動団体とのプラット

フォームを充実してまいります。また、補助金や

寄附等につきましても、各団体にきちんと情報

提供してまいります。 

 ３つ目といたしまして、切れ目のない支援体

制の強化と子どもの貧困対策の理解促進でござ

います。こちらは、生活サポート相談員を１名増

やしておりますのと、庁内データの連携やＡＳ

ＭＡＰでは、産後ケアデイサービスを実施して

まいります。 

 ５番目の新たに取り組む事業といたしまして、

外国人と外国にルーツを持つ子どもたちへの支

援、足立区内の外国人が年々増えていることも

ございますので、こちらは調査をいたしまして、

どのような取り組みができるのか検討してまい

ります。 

 また、若年者、こちらは、特に中学校卒業者で

ございますが、支援体制を構築してまいります。 

 足立区内にある都立高校の高校中退者が少な

くない状況を踏まえまして、これまでの若年者

の就労支援だけではなく、自立に向けた支援も

実施していくように取り組んでまいります。 

 ６番目の今後の方針でございます。第２期の

計画を全庁的に取り組み、また、地域、企業、団

体と協働・協創の下、着実に進めていきたいと考

えております。 

 私からは以上でございます。 

（会長） 

  ありがとうございました。続きまして、報告事

項（９）令和２年４月１日の保育所等利用待機児

童の情報について、を櫻井待機児ゼロ対策担当

課長からお願いいたします。 

（櫻井待機児ゼロ対策担当課長） 

  待機児ゼロ対策担当課長、櫻井です。よろしく

お願いします。 

 ２９ページをお開きください。私からは、令和

２年４月１日の保育所等利用待機児童の状況に

ついて報告させていただきます。 

 今年度の待機児童解消を目標に取り組んでま

いりましたが、前年から１２０人減の３人とな

りました。申込者数、各保育施設の在園児数など、

記載のとおりとなっております。年齢別ですと
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１歳児となります。例年、保育需要の高い１歳児

で待機児童の解消がならなかったものです。 

 ３の申請事由別ですが、パート就労、求職中世

帯での待機児童となり、目標の一つでありまし

た就労中フルタイム世帯の解消は達成したとこ

ろでございます。 

 ブロック、地域別では、鹿浜地域となります。

一般的に保育施設へ距離がある方や特定の保育

所のみを希望され、空き施設をご案内しても変

更されない方など、今後も待機児童の要因と考

えております。 

 保育需要率の推移でございますが、３１ペー

ジをお開きください。 

 ０歳児につきましては、ここ数年横ばいを示

しておりますが、それ以外の年齢で上昇を示し

ています。全体で見ると、２．７ポイント増の４

７．７％となっております。育休が２歳まで取れ

ることや、保育施設を整備したことによる需要

の掘り起こしなどがあったのではないかと考え

ております。 

 今後の整備予定ですが、来年４月に千住地域

に小規模保育の開設を進めております。 

 今後の方針です。待機児童解消継続に向け、保

育需要の分析を詳細に、必要な施策を検討、実施

してまいります。 

 ３３ページをお開きください。 

 参考資料として、年齢別の入所状況や受入れ

可能数、空き定員を添付しております。 

 ３３ページが施設ごとの入所数となっており、

３４ページが受入れ可能数です。 

 ４月に区内全域で新規施設の整備を行ったこ

とで、昨年度と比較しても増加となっておりま

す。空きの集中は、新規整備を行った認可保育所

の３歳から５歳が多く、在園児の持ち上がりで

今後埋まっていくものと考えています。 

 ３５ページが待機児童の集計方法です。厚生

労働省の調査要領に基づき、不承諾となった児

童数から、他の施設を利用している方や育休の

延長を希望している方などを除いて待機児童が

３人となったものです。 

 説明は以上となります。 

（会長） 

  ありがとうございました。続きまして、報告事

項（１０）令和２年度学童保育室の入室申請及び

待機児童の状況について、を物江住区推進課長

からお願いいたします。 

（物江住区推進課長） 

  住区推進課長、物江でございます。よろしくお

願いいたします。 

 私からは、報告事項（１０）、令和２年度学童

保育室の入室申請及び待機児童の状況について、

ご報告させていただきます。 

 まず初めに、令和２年度当初に実施した待機

児童解消の方策としましては２点ございまして、

学童保育室を３室開設いたしました。また、多様

な放課後の在り方として、ランドセルで児童館

等を推進してきたというところでございます。 

 実際の当初入室申請の状況でございますが、

２番に記載がございますように、特に、表の一番

下です。黒枠で囲った２年度につきまして、右か

ら２番目、前年度比でマイナス６１人、申請率は

１６．３％となっており、１つ上の段、令和元年

度と比べると申請者数は減っていますけれども、

申請率は変わっていないという状況でございま

す。申請者数が減りました理由としましては、２

の表の左から２番目、対象学童児童数が前年と

比べて３００人弱減っていることが影響してい

るのではないかと考えてございます。 

 待機児童の実際の状況でございますが、３６

ページ目の一番下の表でございます。また、表の

一番下、こちらが２年度の状況で、令和元年と比

べていただきたいのですが、右から２番目、入室

児童数については４，８２６人、これは、前年と

比べて５８人多く入室してございます。 

 一番右側の家庭内待機児童数につきましては、

入室児童数の増加も反映してマイナス３１人、

合計で３２３人という状況になってございます。 

 ３７ページをご覧ください。 
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 上の表につきましては、先ほど対策として申

し上げた３室の学童保育室を開設した状況でご

ざいます。表の左から２番目が令和２年度、左か

ら３番目が令和元年度、それぞれの地域におけ

る待機児童数になります。一番右側が増減にな

りまして、それぞれ減っていることが見てとれ

ます。 

 ここの地域につきましては、細かくて申し訳

ございませんが、３８ページにそれぞれ１１地

域、３３分割地区というところで分けさせてい

ただいてございます。 

 今後の方針につきましては、３点上げさせて

いただいております。先ほどの３８ページにご

ざいますが、細かく地域を見て、それぞれの保育

園、幼稚園からの進学状況等々を反映し、エリア

に応じた待機児対策をしていきたい。また、２番

目ですが、待機児童の多い地域です。千住西、千

住桜木・河原町、関原については、来年４月開設

を目途に、民設学童の公募を現在行っておりま

す。 

 また、最後になりますけれども、学童保育室だ

けではなくて、ランドセルで児童館、こちらラン

ドセルを背負ったまま児童館を利用できるとい

う特例制度、また、それぞれの学校で実施いただ

いているあだち放課後子ども教室等も含めて、

放課後の過ごし方については、保護者の方々に

情報発信していきたいというところで考えてご

ざいます。以上です。 

（会長） 

  ありがとうございました。続きまして、報告事

項（１１）令和３年度学童保育室事業者選定の概

要について、を物江住区推進課長からお願いい

たします。 

（物江住区推進課長） 

  引き続き、住区推進課長、物江でございます。 

 報告事項（１１）、先ほどの学童保育所の待機

児童の対策と関連しまして、来年４月開設を目

指している学童保育室の状況でございます。ま

た、併せて、現在行っております、指定管理者の

更新がございますので、その２点のご報告とな

ってございます。 

 ４０ページにつきましては、新しい学童保育

室、民設学童保育室を、今後この地域で募集をか

けていると、現在もかけているという状況にな

ってございます。 

 １番、（１）千寿小学校近辺、千寿双葉小学校

近辺、亀田小学校近辺というのが、３８ページに

お戻りいただきたいのですが、表の地域のエリ

アで、左から２番目、分割地区とありますが、こ

の３番の千住西、４番の千住河原、２３番の関原

地域に対しての学童保育室の整備ということに

なっております。ここの地域で新しく民設の学

童保育室を誘致したいという理由につきまして

は、それぞれの３番、４番、２３番の右から２番

目、合計欄ございますが、それぞれ待機児童の人

数でございます。ここが多いベスト３の地域と

いうところでございます。 

 ４０ページにお戻りいただきまして、委員の

構成及び選定に関わるスケジュールにつきまし

ては、記載のとおりでございます。 

 ４１ページをお開きください。続いて、新しい

学童保育室を開くということではございません

が、現在、指定管理として運営いただいている更

新時期でございます。５か所６室を新たに事業

者の募集をするというご報告になってございま

す。 

 ４１ページの（２）番、指定管理期間につきま

しては、令和３年４月１日から令和８年３月３

１日までの５年間を予定しておりまして、選定

委員、スケジュールにつきましては、記載のとお

りでございます。 

 以上、雑駁ですが、私からの報告になります。 

（会長） 

  ありがとうございました。続きまして、報告事

項（１２）特別定額給付金の進捗状況について、

を長門特別定額給付金担当課長からお願いいた

します。 

（長門特別定額給付金担当課長） 
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  特別定額給付金担当課長、長門と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 本日は最新の数値を記載しました報告資料

（１２）を机上にお配りさせていただきました

ので、そちらをご覧いただければと思います。 

 まず、１番です。オンライン申請の処理状況と

いうことですが、５月中が申請の期限とさせて

いただいた関係で確定の数値になります。総申

請の件数としては１万７，５２２件、支払い対象

の件数が１万６，３１５件、差の１，２０７件に

ついては、（５）の米印にありますが、世帯主以

外の申請であるとか、世帯主以外の方の口座を

指定している、また、足立区以外に住んでいる方

であるということで、支給の要件がない方だと

いうことになります。支払いの金額としては、約

３４億円を支給させていただいたところになり

ます。 

 続きまして、２番になります。郵送申請の処理

の状況になります。７月２７日まで振込が完了

した分についてご報告させていただきます。 

 （１）番の申請書の発送件数が３５万６，６５

９件、完了した世帯数については３３万５，０３

７件ということで、９３．９％の進捗が進んでい

るような状況になります。 

 申請書を発送して、宛所なしということで返

戻された分については、２，１４２件ということ

で、０．６％ほどあるという状況になります。 

 支払いの金額ですが、６６１億円余を支給し

ている状況になります。 

 続きまして、４３ページ、裏面をご覧いただき

たいと思います。 

 コールセンターの対応の実績になります。１

０万円給付金ダイヤルを設置した５月７日から

７月２７日までの件数が５万３，０２１件とな

っております。一番入電があった時期について

は、２，０００件を超える日がありましたが、現

在は、日々落ち着きまして、平日であると約３０

０件程度、土日は約１００件未満に落ち着いて

いる状況になります。 

 ４番の相談支援の対応実績ということで、こ

ちらは５月２５日から７月２７日までの対応の

実績を記載させていただいております。４，００

１件ということになります。こちらについても、

最近は日々落ち着きまして、記入支援の本来の

目的でお見えになる方については、日々１０件

から１５件程度というような状況になっている

ところであります。 

 ５番については、職員の体制と処理状況の事

務の流れを記載させていただいております。 

 ６番が、再勧奨ということで、発送を７月２２

日に行いました。発送数として１万８，６７４件

ということで、こちらの発送については、申請書

が届いている方ですが、申請がまだ出ていない

方について送付をさせていただいたところにな

ります。 

 最後になりますが、申請期限、８月３１日とい

うことで、約１か月程度に期限が迫ってまいり

ました。周りの方々で申請のほうをまだしてい

らっしゃらない方がいるようであれば、その申

請自体を促していただくような形でお願いでき

ればと思っております。申請書記入の仕方が分

からないということであれば、区役所の２階の

区政情報課の前に記入支援のブースも設けてお

りますので、そちらのほうをご活用していただ

ければと思います。 

 私からは以上になります。 

（会長） 

ありがとうございました。報告事項は以上と

なります。この報告事項について、事前に質問票

を出してくださっている方がお２人いらっしゃ

いますので、まずは、その方々にご発言いただい

てから、皆さんからもお受けしたいと思います。 

 まず、最初に奥野委員からいただいています

のでお願いできますでしょうか。 

（奥野委員） 

  報告事項（４）の補聴器ですが、助成対象者と

して、６５歳以上の方を対象に助成をすると報

告されていましたが、補聴器は日本の基準と国
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際的な基準とが違うため、国際的にはデシベル

４０以上の方が普通は聴覚障がいがあるとして

補聴器が交付される国もあるわけですけども、

日本の場合は７０以上ということで、軽い方た

ちに補聴器が助成されていないという問題があ

りました。今回、足立区では６５歳以上の方が対

象になるということで、とてもすばらしいなと

思いましたが、もっと若い方で困っている方も

いると思いますので、そちらについては、どのよ

うに考えていらっしゃるのかなと思いました。 

 以上です。 

（会長） 

  まずはこの点についてご回答お願いできます

でしょうか。 

（渡邉高齢福祉課長） 

  ただいまの質問に関しまして、高齢福祉課か

らお答えしたいと存じます。 

 まず、６５歳以上の方を対象としたという点

につきましては、既に実施している他の自治体

を参考にいたしました。６５歳未満の方の対応

については、現在検討はしていません。 

 私どもが助成しているのは中程度の難聴です

が、かなり聞こえず、状況が厳しいということで

あれば、別途、障がい者の補助対象になるかどう

か、そういった対応は取らせていただきたいと

考えております。以上でございます。 

（会長） 

  よろしいですか。じゃあもう一点、奥野委員か

ら頂いていますので、お願いします。 

（奥野委員） 

  次の資料ですが、報告事項（５）の、地域包括

ケアシステムのことですが、実際には、こちらの

対応では、高齢者を対象にしていると読み取れ

ますが、実際に、地域包括ケアと考えたときには、

スタートの時点では高齢者のみでしたが、国と

してはもっと障がいのある方も含めてという方

向が出されたと思います。足立区での取り組み

には、高齢者以外の方も含めた地域包括ケアシ

ステムを作るというお考えかどうかをお伺いし

たいと思います。 

（千ヶ崎地域包括ケア推進課長） 

  地域包括ケア推進課長、千ヶ崎からお答えさ

せていただきます。 

 ケアシステムの対象者ということですが、国

は、例えば難病をお持ちの方だとか、障がいをお

持ちの方だとか、そういった方々も含めた地域

包括ケアシステムということを言っているとこ

ろではございます。 

 ただ、今課題となっているのが２０２５年、団

塊の世代が全て後期高齢者になるという、ここ

をどう乗り切るかというところで、まずは高齢

者の方々を対象にこの地域包括ケアシステムを

きちっと構築して、その次のステップでそうい

った方々への対象を広げていくということを現

在は考えております。 

 具体的にいつからということは、今お示しで

きないのですが、今回の地域包括ケアシステム

ビジョン、２０２５年までのこの計画の中には、

この高齢者を対象として記されておりますので、

次の計画を作る時点で、そういった点を踏まえ

て考えていきたいと思っております。 

（奥野委員） 

  ご回答ありがとうございました。この地域包

括ケアシステムについては、今回会長になられ

ました菱沼先生が一番専門と思いますので、一

言コメントをお願いできますか。 

（会長） 

  この点については、地域包括ケアシステムと

いう考え方だけでなくて、包括的な支援体制の

構築という観点が大事になっているかと思いま

す。これは社会福祉法の中で明記されていまし

て、分野にとらわれずに世帯全体を支えていけ

る仕組みを作っていくようにとなっていますの

で、足立区として、包括的な支援体制の構築とい

う観点から、地域包括ケアシステムについても、

一緒に考えていくことが大事かと思っています。 

（奥野委員） 

ありがとうございました。 
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（会長） 

  そうしましたら、もう一点、片野委員からご質

問頂いていますので、お願いします。 

（片野委員） 

  片野和恵です。よろしくお願いいたします。 

 私からは、報告事項（３）、明らかになった課

題のところで、自立期では、かかりつけ医がいな

い理由を確認する必要があると記されておりま

が、かかりつけ医がいることがよいというふう

に受け取れるのですが、その前提理由を教えて

いただきたい。 

 そして、この分析結果のところで、独り暮らし

では、かかりつけ医を必要と思っていない割合

が２４％と書かれている。ここのところが問題

とされているのでしょうか、よろしくお願いい

たします。 

（会長） 

  では、ご説明お願いします。 

（渡邉高齢福祉課長） 

  それでは、ただいまの質問につきまして、高齢

福祉課からお答えさせていただきたいと存じま

す。 

 まず、高齢者につきましては、まだ介護を必要

としなくても、歳を重ねるごとに心身の状態が

徐々に変化していくということ、また、病気につ

きましては、早期発見、早期治療が重要であると

いうことがございます。 

 こういった観点から、かかりつけ医を持つと

いうことは、疾病等の早期発見ばかりでなく、万

一に備えた安心感がつながると考えております。 

 なお、ただいま私が申し上げたことにつきま

しては、地域包括ケアシステムビジョンにも記

載されている事項でございます。 

 また、かかりつけ医がいない理由を確認する

必要があるのではないか、につきましては、調査

結果の中から、今回は主だったものということ

で記載させていただきましたが、細かい点につ

きましては、まだ、私どもも全体の分析が終わっ

ていない状況なので、あくまでも今回ご紹介し

た結果の説明ということで受け止めていただけ

ればと思います。 

 以上でございます。 

（会長） 

  もう一点頂いていますので、続けて片野委員

お願いします。 

（片野委員） 

  先生がいることがよいということが、老人ホ

ームなどで入居しておりますと、かなり定期的

な検診を進められるという状況があるのです。

この定期的な医療を進めるところにも、やはり

医療費が嵩む原因になっているのではないかと

少し推察しているのですが、老人ホームなどに

も、やはりかかりつけ医を持たせるということ

が指導とされているのでしょうか。 

（渡邉高齢福祉課長） 

  ただいまの質問につきまして、高齢福祉課の

からお答えしたいと存じます。 

 まず、ご質問は、有料老人ホームに入居されて

いるお母様に関しての質問だと思いますが、か

かりつけ医の設置が義務づけられているかどう

かにつきましては、基本的にそういった観点に

よるものと思われますが、後ほど確認して正確

なところはお答えしたいと存じます。 

 併せて事前にペーパーで頂いた質問にもお答

えしてもよろしいでしょうか。定期的に内科医、

歯科医検診が月に１回程度あるということに関

してのご質問でございますけども、このことは、

お母様の年齢ですとか、症状がどの程度気にな

るものかによって異なるのかなというところで

ございます。入居されている方全員に対してこ

うした検診を定期的に行っているのか、あるい

は、気がかりな症状をお持ちの方だけに頻度を

多くしているのか、そのあたりは読み切れない

ので、正確なお答えは差し控えたいと思います。 

 また、ただ今申し上げましたように、気がかり

な症状の度合いにもよるかと思いますが、症状

によっては月１回程度検診もあり得ることと思

われます。以上でございます。 
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（片野委員） 

  ありがとうございます。 

（会長） 

過剰診療にならないような形で早期に発見し

て、速やかな治療につなげていくことではない

かと思います。 

 早川委員が医師会から参加していただいてい

ますが、今日は早川委員ご欠席ということです

ので、また改めてご意見を伺えるといいかと思

います。 

 そのほかにつきましてはいかがでしょうか。

白石委員お願いします。 

（白石委員） 

  自由民主党の白石です。３つばかり質問があ

りますが、１つずつお答えをいただきたいと思

います。 

 まず、待機児についてですが、近藤区長も待機

児ゼロは選挙公約でしたから、今年度で待機児

はゼロに近くになるということで、そんな大き

な問題には今はなっていないのですが、待機し

ている方に問題はなく、施設に問題があるので

す。今、各党もやっていると思いますが、来年度

に向けての予算要望をお伺いする会を開いてい

ますが、小規模保育園と認証保育園の定員割れ

が大きな問題になっているのです。新田地域の

小規模保育園は、定員に対して入ってくる園児

が３割ちょっとしかいないと。もうこのままい

ったら、即閉園だと。経営はこれ以上できません

よと、どうしてくれるのですかという話が相当

強くありました。それは、小規模保育園だけじゃ

なくて、認証保育園もそうなのです。相当きつい

ということで、今後の、もちろん待機児がたくさ

んいることがいいことじゃないことは分かりま

すけれども、何とかしてくれってと言ってやっ

とつくった保育園が経営できなくて倒産すると

いうことに、今なりつつあるということについ

ては、一体どう考えているのかお答えを頂きた

いと思います。 

（櫻井待機児ゼロ対策担当課長） 

  待機児ゼロ対策課長から回答させていただき

ます。 

 新規施設を整備したことによりまして、空き

定員が増加しているという形は数字を見ても出

ているところでございます。例年ですと、４月以

降に、年度途中の需要で、保育の空きが埋まって

いく状況ですが、今年度につきましては、コロナ

禍の関係で途中需要もなかなか見込めないとい

う状況で、空き定員がそのままの状態で残って

いるという状況もございます。 

 ただ、今後、その空き定員につきましても、現

在、相談に所管ごとに来ておりまして、定員を変

更するお話や小規模保育では、０歳児補助など、

今後の経営に対しても対応できるように取り組

んでいるところでございます。 

（白石委員） 

  この保育行政については、現在、子どもはどん

どん減っているのです。区でさえ、出生率を、１．

４を目標にしてやっているというような話です

から、ますます子どもが減っていく中で、保育園

をどんどん認可していったのです。民間の保育

園だから潰れてもしょうがないじゃないかとい

うことにはならないと思います。区の要請でや

ったことですから、しかも、私どもの議員が、区

に問い合わせたところ、公立保育園の廃止を何

とかやっていく中で、認可保育園が保育経営で

きるように考えるというような答弁があったみ

たいなのです。公立保育園は閉園できるわけが

ない。公立保育園を民間に渡すだけで大きな反

対があって大変だったのです。公立保育園を廃

止なんて、現実の問題として絶対に私はできな

いと思うのです。それを、平気で我が党の議員に

答えるということは、あまりにも区の姿勢がい

い加減過ぎる。このことについては、今日ここで

答えろと言ってもなかなか難しいと思いますか

ら、よく話し合って、将来どうするのか、子ども

は間違いなく減る。しかも、さっき言った新田地

域については、住民票調べれば分かるのです。保

育園に入る、小規模保育園に入る０歳児、１歳児、
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２歳児なんてほとんどいないのだから。こんな

の住民票調べれば分かることなのです。それな

のに、去年２か所認可したと。だから、今何とか

してくれということで、私たちに話が来ている

わけです。あまりにも無責任だ。つくりゃいいと

いうだけじゃないです。このことについては、ひ

とつよく担当で話し合って、はっきりした答え

を頂きたいと思います。 

 それと、高齢者の実態調査やっている。これは

もう当然やっていただいて当たり前なのですが、

前回の部会で、私は本会議でも質問したのです

が、はっきりした答えが返ってこない。特別養護

老人ホームを最も高い指数２０で待っているお

年寄りは、高齢者は今何人いるのですか。 

（会長） 

  では、ご回答お願いします。 

（渡邉高齢福祉課長） 

  高齢福祉課からお答えしたいと存じます。 

手元に細かい資料がないので正確にお答えで

きませんが、待機者全体としては２，０００人を

超える数で、かなり多い方がお待ちになってい

るところでございます。 

（白石委員） 

  待機児童ゼロにしようと言った頃の保育園の

待機児は３００とか、多いときで４００です。と

ころが、特別養護老人ホームに申し込んで２０

といったら一番高い指数です。その人たちが現

実に１，０００人近くいるのです。どうして、長

期計画でしっかりと将来はどうするかという計

画を立てられないのか。介護保険計画というの

は３年ですから、３年３年の中には、なかなか計

画を立てるのは難しいかもしれないけれども、

足立区の長期計画の中にしっかりと計画を立て

て、その計画を３年ごとにどうしていくかとい

うことを決めないと、みんなが無責任になって

しまって、特別養護老人ホームは建たない。この

ことについては、介護保険計画は３年に１度だ

し、老人ホームをつくろうとしたら、５年、１０

年という長いスパンがかかるから計画が立てら

れないという答弁なのです。そんな答弁でいい

のですか。１，０００人以上待っているのです、

現実に、最も重い人たちが１，０００人以上待っ

ている。この人たちどうするのですか。 

（会長） 

  説明お願いします。 

（小口介護保険課長） 

  介護保険課長の小口です。 

 特別養護老人ホームの建設、整備の計画につ

きましては、今後、中長期的な計画として、皆様

の意見を聞きながら進めてまいりたいと思って

おります。以上でございます。 

（白石委員） 

  私は、３年計画の中に何でもかんでも当ては

めろと言っているのではないのです。今申し込

みをして、最も重い２０という指数をもらって

いながら、いつ入れるのですかという方が、私の

町会の中にもいるのです。私は町会長をやって

いますから、入れるのですかってよく聞かれま

す。谷塚のほうが早いよって答えるしかないの

です。特養だって１，０００人も待っていたら、

１年に１００人から２００人ぐらいしか入れな

いのです。２００人入ったって５年かかります。

そして、そのときに、また新しい人申し込むわけ

ですから、５年、１０年かかっても入れなかった

ら、言葉は悪いけれども、谷塚や町屋のほうが早

くなるというわけです。計画をしっかり立てて、

こういうわけだから、あともう少し待ってくだ

さいという計画があるのならいいのです。計画

は早く立てるべきです。立てられない理由は何

もない。どうなのですか。 

（会長） 

  では、お願いします。 

（小口介護保険課長） 

  介護保険課長の小口です。特別養護老人ホー

ムの入居希望者数は、２，０００人を超えている

状況でございますので、早急に待機者を減らし

ていくために、１０年間の中長期的な計画とし

て、皆様の意見を聞きながら作成の準備等を進
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めてまいりたいと考えております。 

（白石委員） 

  このことも確かに難しい問題だけれども、計

画を立てるという約束ぐらいしてください。前

に全然進まない、何度質問しても。何だか訳分か

んないような、分かったような話でいつも終わ

ってしまって前に進まない。約束ぐらいしてく

ださい。あとできちっと部内で話して約束して

くれればいいですけどね。 

 それでは、最後にもう一点。第８期の介護保険

料をどうするのかという諮問を受けましたけれ

ども、この諮問については、少なくても、今年の

１２月ぐらいまでには答え出さなくてはならな

いわけです。来年度から始まるわけだから、来年

度の特別会計の予算を立てるためには、保険料

が決まってなければ予算の立てようがないわけ

だから、今年度中に少なくとも保険料をいくら

にするのか、この介護保険制度をどうするのか

という見通しがなければならないと思うわけで

す。ぜひ早めに、もう１２月になって、もうぎり

ぎり今月中に決めてくださいというときに資料

をくれるのではなくて、平成１２年から平成３

０年まで、第１期から７期までの状況の中で、足

立区の介護保険はこういう形でやってきました

よ。第８期については、どうしてもこうしなけれ

ば、この制度が維持できませんよということだ

ったら、早めに資料をください。我が党も、来月

に入ったら勉強会を開きますから、早めに資料

を出していただかないと、保険料いくらにした

らいいのか分からない。今、介護職がどうしても

人が集まらない。集まらない最大の理由は、介護

職の給料が安すぎる。去年の介護職の全国平均

給料は２４０万～２５０万円なのです。一般の

人たちの平均給料が４１５万、介護職は２４０

万～２５０万円なのですから、それは成り手が

いないのは当たり前。そうじゃあ介護職の待遇

をぐっと改善したらどうなるのかということに

なれば、それは、当然保険料に跳ね返ってきます

し、この制度の仕組みを基本から変えないと、ど

うにもやっていかれない状態というのは必ず起

こるわけですから、少なくとも、１２月にどうし

ても決めなければいけない。後ろが決まってい

るとすれば、もう今日の時点で資料をくれても

いいのです。そうしなければ検討ができない。資

料はいつごろ出せますか。 

（会長） 

お願いします。 

（小口介護保険課長） 

  介護保険課長の小口です。資料につきまして

は、早急に準備をさせていただきたいと思って

おります。９月には、中間報告として、過去の給

付実績や、今後の高齢者人口の推移、来期の保険

料試算案等をご提示させていただきたいと考え

ております。 

（白石委員） 

  じゃあ最後に。私たち自由民主党は、８月７日

に基本的に勉強会を開いて、第８期の保険料に

ついては大まかに決めようということになって

おりまして、私の持っている資料は、皆さんが作

った資料なのですが、それを基にしてしっかり

と勉強させていただいて、第８期については、介

護保険料はいくらぐらいが望ましいのか。いく

らって決められません、ここで決めることです

から。大体いくらぐらいが望ましいのかという

方向性だけは、８月７日の勉強会で決めたい、そ

う思っておりますので、あなたたちが持ってい

る資料で、私たちの勉強会に少しでも役に立つ

資料があったら出してください。そうすれば、そ

れを基本にして勉強会をしっかりやらせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

（会長） 

  ありがとうございました。じゃあ続けてお願

いします。 

（浅子委員） 

  区議会議員の浅子です。私も高齢者の実態調

査ということで報告がありまして、専門部会で

も介護保険料の表記のことで、平均的な保険料

がいいという方が６割以上で、さらに高くても
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サービスが充実しているほうがいいという方が

４％アップしたと。そういう表現に対して、ちょ

っと実態調査の概要を見ると、一概にそう言え

ないような表記があるので、前回は専門部会で

質問させていただいたのですけれども、さらに

分析結果の概要などを見ると、要支援と軽度期、

それから、中重度・終末期ですか。そこの住まい

について、この実態調査の概要とちょっと違う

かなと思ったりしたのです。とりわけ中重度・終

末期の住まいに関しては、独り暮らしではサー

ビスつき高齢者向け住宅や住宅型有料老人ホー

ムなどの施設希望が総体的に高いと。確かに施

設希望者というのは、７割の方以外であれば高

いのですけれども、でも、どう見ても、やっぱり

特養ホームが圧倒的に希望される方が多いのが、

この調査でも実態調査の概要でもはっきりして

いますよね、数字的に。それが、こういう表記に

なっているのが、どうしてこういう表記になっ

てしまったのかなと分からないのです。これが

基になって、先ほどの片野委員の質問に、全体の

分析が終わっているというお話でしたけれども、

全体の実態調査をこちらに提示していただいて、

しっかり私たちが分かるように、疑問がないよ

うな客観的な表記をしていただきたいなと思っ

ているのです。 

 この住まいについても、どうしてこういう表

記になったか教えていただけたらと思います。 

（会長） 

  では、説明をお願いいたします。 

（渡邉高齢福祉課長） 

  それでは、高齢福祉課からお答えしたいと思

います。 

 まず、全体調査の結果ですが、私どもに、現時

点で届いているのは、データの状態でございま

す。概要版のように、一見して分かるようなグラ

フというか、きれいな形式にどこまで整ってい

るのかというと、そのような状態ではないとい

うことはご理解いただければと思います。 

 したがいまして、全体調査の結果は最終的に

冊子として製本するわけですが、体裁を整え見

やすくなった状態で、みなさまにお示しさせて

いただければと考えています。 

 次に、住まいのことに関する表記でございま

すが、今回の記載はいろいろある中で、従前とち

ょっと違うような点を踏まえて説明として載せ

させていただいたものでございます。お尋ねに

なられたような、いわゆる私どもの認識として

記載したものでないということをご理解いただ

ければと思います。 

 以上でございます。 

（浅子委員） 

  そういうお話をされても、私たちは、この分析

結果から、区の考え方をきちっと理解をして、そ

れに対して意見を言うという形になるわけです。

ですから、やはり責任持って、分かる範囲で分析

をしていただかないと、この会議が何か実のあ

るものにならないのではないかと思います。 

 １２月にまたこの地域保健福祉推進協議会が

あるということで、３年に一度この介護保険料

の改定、それから、事業計画、さらに障がい者の

第６期の福祉計画や、第２期の計画とかがなさ

れるわけです。やはり障がい者も、当事者の意見

をしっかりと取り入れて、前回からそういうよ

うな視点を持ってやってきてはいるかと思いま

すけれども、スケジュールが全く見えなくて、今

回初めて障がい者の方々にアンケートを実施し

たというのは、とてもよいなと思っているので

すが、アンケートをやって終わりではなくて、そ

れをまとめて、また、障がい者の方の意見をさら

に聞いていくということで、充実させていかな

きゃいけないと思うのですが、障がい者のほう

の計画もスケジュールも、今の段階で全く見え

ないということで、今の時点でどのようになっ

ているのか教えていただけたらと思います。 

（会長） 

ではお願いします。 

（小山障がい福祉課長） 

  それでは、障がい者・障がい児福祉計画の策定
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のスケジュールについて、障がい福祉課からお

答えします。 

 現在は、今回ご報告申し上げました実態調査

分析に基づく報告書案を作成しているとこでご

ざいます。こちらの作成はおおよそ９月ないし

１０月を目途としてございまして、それが出来

上がった段階で、関係団体、障がい者団体へのヒ

アリング等を行っていくということを考えてご

ざいます。その後、パブリックコメント、それか

ら、各関係会議に諮らせていただき、１２月はこ

の協議会で改めてお示しさせていただく、こう

いったスケジュールで考えてございます。 

（浅子委員） 

  コロナの関係があって大変かと思いますけれ

ども、ぜひたくさんの意見とこういう審議会、協

議会があるので、そういうところでもしっかり

と審議をして、ぜひ、充実したものにしていって

いただきたいと思います。 

（委員長） 

  ありがとうございます。こういった調査結果

というのは、概要をまとめるということよりも、

今の状況の中で誰が苦しんでいるのか、そこに

対してどういう手だてを打てばいいのかという

ところで、少数の人たちの声を拾い上げていく

形でまとめていただけるといいかと思いますの

で、作業のほうをよろしくお願いします。 

 何かございますか。お願いします。 

（銀川委員） 

  区議会の銀川です。私からは、「未来へつなぐ

あだちプロジェクト」の策定についてお伺いを

させていただきます。 

 変更点のところで、「柱立て１、教育・学び」、

「施策３、子どもの居場所づくり」の関連する取

り組みに、区事業以外の子ども食堂の開催を追

記したというところがあります。こちらを見て、

わざわざ区の行う事業以外の子ども食堂をここ

に入れていただいということで、子ども食堂に

対する大きな期待というものが伺えました。 

 そこで、質問させていただきたいのですけれ

ども、今年度は前年度よりもこの子ども食堂に

対する支援を厚く、予算をさらに増やしていた

だけるというお話を聞いていたのですけれども、

さらにここに、子ども食堂の開催ということが

追加されたことで、ここからまたさらに子ども

食堂に対する支援というのを厚くしていただけ

るという計画はあるのでしょうか。 

（会長） 

  では、お願いします。 

（田口子どもの貧困対策担当課長） 

子どもの貧困対策、田口から回答させていた

だきます。 

 子ども食堂につきましては、年々区の中でも

団体は増えております。ただ、コロナの関係がご

ざいまして、開催できない場所もございますの

で、今現在活動しているところは大変少なくな

っております。あと、区の補助金でございますが、

コロナ禍におきましても、子ども食堂の活動や

パントリーの活動もお願いしておりますので、

そちらはより充実できるように検討していきた

いと考えております。 

（会長） 

よろしいですか。 

 そうしましたら、今日は一応最大４時までと

伺っているところでありますので、もう一つ情

報連絡事項のことも触れて、あわせてご質問を

お受けするようにしたいと思います。 

（なし） 

 そうしましたら、情報連絡事項ですけれども、

これについては時間短縮の関係で説明を省略さ

せていただくというふうに伺っております。こ

れについて、事前にご質問をいただいている方

がお一人いらっしゃいますので、まずはそちら

のご発言いただいてから、皆さん方からお受け

したいと思います。 

 奥野委員、お願いします。 

（奥野委員） 

  情報連絡事項４番、資料は６１ページの一番

上ですけども、（４）でピアサポート（障がい当
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事者による相談）ということで、肢体不自由、聴

覚障がい、視覚障がい、高次脳障がいと障がい別

に相談件数が書かれています。 

 これにつきましては、障がいのある方がいわ

ゆるサポーターとしてカウンセリング的なこと

をなさっているということだと思いますので、

肢体、聴覚、視覚、高次脳の当事者は相談できる

方は何名いらっしゃるかをお伺いしたいと思い

ます。以上です。 

 もう一つは同じ６１ページの、雇用支援室と

いう項目で実際に相談件数であるとか、就職し

た方の人数等が出ています。障がいのある方の

雇用というのは、非常に重要なことで、実際に就

職をして収入を得るということが最大の自立で

あり、社会参加であるわけですけども、この雇用

支援というのは職業リハビリテーションに該当

するもので、本来は専門職が行うべきものです

が、この雇用支援室にはどのような職員、何名ぐ

らいの職員がいて、専門性は何をもって、専門職

としての資格はどのようなものをもっていらっ

しゃるかということをお伺いしたく思います。 

（会長） 

  では、この２点についてお願いします。 

（江連障がい福祉センター所長） 

  障がい福祉センター所長、江連から回答させ

ていただきます。 

 まず１点目、ピアサポーターの障がい種別ご

との人数でございますが、今５名の方に対応し

ていただいておりまして、肢体の方が２名、聴覚、

視覚、高次脳の方が１名、合わせて５名で対応し

ていただいております。それぞれ先天性、また中

途それぞれ障がいの中の生活上の悩みや不安、

またサークルや集いの紹介も、その中でさせて

いただいております。 

 ２点目、雇用支援室でございますが、こちらは

求職支援、定着支援、職場開拓等を行っておりま

すが、福祉職は８名、作業療法士が１名、心理職

が１名、また就労支援コーディネーターが５名

ということで、作業療法士、心理職はそれぞれ、

その資格でございますが、それ以外に社会福祉

士、精神保健福祉士、またジョブコーチを持って

いる職員も中にはおります。 

 以上です。 

（奥野委員） 

  ありがとうございました。ぜひ専門職の方に

頑張っていただきたいと思います。ありがとう

ございます。 

（会長） 

  ありがとうございます。では、もう一点、施設

のご質問をいただいていますので、こちらも奥

野委員、お願いできますでしょうか。 

（奥野委員） 

  情報連絡事項１１に、コロナの関係で障がい

のある方の施設についての対応は非常に大変と

思いますが、この足立区内には障がいのある方

の入所施設等の種類、またいくつあるか、そのあ

たりの情報がいただけたらと思いました。 

 以上です。 

（会長） 

  では、ご説明お願いします。 

（小山障がい福祉課長） 

  それでは、障がい福祉課からお答えいたしま

す。 

 まず、今奥野先生からご質問いただいた障が

い者の入所施設、こちらは３施設ございます。そ

れ以外に、障がい者の方が通われている施設、あ

とはグループホームとお住いになっている施設、

こちらをあわせてお答えしたいと思います。 

 大人が通う施設、通所施設については８１施

設、子どもが通う施設放課後デイサービス等に

ついては５５施設、それから先ほど申し上げた

大人等の入所施設は３施設、お住いとなってい

るグループホームは４３施設ということで、障

がい者施設といった意味では全部で１８２施設

ございます。以上でございます。 

（奥野委員） 

  ありがとうございました。通所の方よりは、入

所の施設となりますと、非常にコロナ等の関係
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で大変と思いますけども、よろしくお願いいた

します。 

（会長） 

ありがとうございます。では、そのほかの委員

の方々、いかがでしょうか。 

 野辺委員、お願いします。 

（野辺委員） 

  民生委員協議会の野辺でございます。情報連

絡事項の１９番の「イマドキまごそだて」という

小冊子が出ましたが、私も拝見しまして、私のう

ちにちょうど２歳になった孫がおりますので、

楽しみに見ていましたところ、１歳のお誕生ま

ででお話が終わってしまっているのですけれど

も、この後は２歳児の内容、２歳から３歳の子ど

もの内容の冊子が出る予定かどうか伺いたいの

ですが。 

（会長） 

  お願いします。 

（菊地子ども政策課長） 

  子ども政策課長、菊地でございます。今回初め

て発行させていただいた「イマドキまごそだて」

ですが、２歳児以降の内容については、もともと

発行していた「あだち子育てガイドブック」とい

う、出産前から出産後までの施策を網羅したも

のがございます。これは毎年発行させていただ

いておりますので、あわせてご活用いただけれ

ばと思っております。 

（会長） 

  よろしいですか。小川委員、お願いします。 

（小川委員） 

  介護事業者協議会の小川でございます。お世

話様です。 

 報告１と３、情報連絡１１に関連をして、少し

だけ発言をさせていただきたいと思います。 

 まず新型コロナウイルスに関して、この間、議

会、行政の皆様からご心配やご協力をいただい

ていることに関しまして、心より御礼を申し上

げる次第でございます。 

 現在、介護の現場の職員は事業所も含め感染

しない、させないことに細心の注意を払いなが

ら業務を行っておりますが、現状残念ながらい

つどこで感染が発生するか分からない状況にな

っております。その中、事業者にとって新たな負

担となっているのが、濃厚接触というふうには

ならない場合ですね。それでも感染の可能性が

ゼロではない場合、従業者にＰＣＲ検査を事業

者の責任として受けさせている状況が続いてお

ります。また増えてきております。 

 その検査の費用が大体３万円程度というふう

に伺っておりますが、この費用負担が大変大き

くなってきております。また、一度やって済めば

いいんですけれども、また少ししてからもう一

度検査をしなければならないというように、数

回行うような状況になればさらに負担の影響が

大きくなってきてしまうという状況になってお

ります。 

 ８期の事業計画遂行のためにも、事業者が従

業者の量的確保と事業者が継続していける環境

を確保することが必要になると思います。足立

区だけではありませんが、どこも厳しい状況だ

とは認識しておりますが、マスクやガウン等の

費用も増える中、検査費用についても今後増え

ていく状況ではございますので、今後ご支援に

ついて、今後検討をしていただければ業界とし

てありがたいなということでございます。 

 以上でございます。 

（会長） 

  ありがとうございます。現場の方々ご尽力く

ださっているわけですけれども、これについて

何か区のほうでご検討いただいていますでしょ

うか。お願いします。 

（小口介護保険課長）  

 介護保険課長の小口です。自主的にＰＣＲ検査

を受けたときの自己負担がかさむというご意見

につきましても、支援策を検討してまいりたい

と思っております。 

（会長） 

  よろしくお願いします。そのほか、いかがです



22 

 

か。お願いします。 

（近藤委員） 

  東京大学の近藤尚己と申します。情報連絡事

項１０７ページ、２２以降について質問です。ま

ず生活困窮者への自立支援の報告がありますけ

れども、次年度から生活保護受給者の健康管理

支援が全国的に義務化されると聞いています。

それに向けての足立区の対応状況等をお聞かせ

いただければと思います。それとも若干関連す

るのですが、１０９ページ、連絡事項２３、ひき

こもりの調査をされたということで、まずは実

態把握の調査だと思うのですけれども、大切な

ことだなと思いました。 

 先ほどの検討事項の、報告事項でもありまし

たけど、例えば高齢者の孤立調査など、いろいろ

積極的にやられていて、非常にすばらしいと思

う一方で、行政からアンケートを取ることで見

つけられる方というのはなかなか限界があるの

ではないのかなとも思います。 

 例えば、地域包括ケアのような考え方で、ネッ

トワークをつくってケアを提供するということ

が必要になると思うのですが、気づくためのネ

ットワークというのも必要だろうなと思ってい

ます。 

 例えば、今年の政府の骨太の方針にも入りま

したけど、かかりつけ医とか、医療機関とも連携

して、例えば患者の社会的な課題、こういったも

のを把握することに努めて、課題があったとき

に、そのネットワークの中で連携して必要なケ

アにつなげるような、社会的処方という言葉で

紹介されていましたが、そんなことも推奨され

てくるようになっています。そのような、困って

いる人を見つけるためのネットワークづくりに

ついて、区としてどんなことをやっているかと

いうお話を伺いたいと思います。 

 後はちょっとコメントなのですが、子ども食

堂への支援というのが強化されるということで、

これもとても大切なことと思う一方で、子ども

食堂とかの方に聞くと、助成金をもらうと会計

処理が大変になってやる気をそがれるというよ

うなことも聞きます。自治体によっては、財団法

人とかを外につくって、そこを介した助成をす

ることで会計処理等を楽にして、とにかく自由

にやれるような工夫をするなんてことをやって

いるところもあると伺っています。そういった

工夫を、ぜひ、していただけたらなと思います。 

 あと、まごそだてのハンドブック、非常に興味

深く思いました。私も中学生の娘等いるのです

けど、ぜひ中学生ぐらいも作っていただきたい

と思います。これ冗談ではなくて、特に思春期に

対する世代間の価値観の違いですね、この問題

とても大きいなと思います。やっぱりとかく男

のくせにとか、そういうことを言いがちになっ

てしまうことがありますので、こういうリーフ

レットなどで分かりやすく、また角が立たない

ような形で示してあげられるようなものができ

るとすごくいいなと思って、このイマドキまご

そだてブック読ませていただきました。ありが

とうございます。 

（会長） 

  ご意見、ご質問いただきました。生活困窮者と

ひきこもりの部分ですけれども、ではご説明お

願いします。 

（絵野沢足立福祉事務所長）   

足立福祉事務所長の、絵野沢でございます。た

だいまご質問いただきました中で、生活困窮者

ということでお話ありましたけども、生活保護

受給者の健康管理支援事業の質問ということで

理解いたしましたので、その点について現在の

取り組みを説明させていただきます。 

 ご案内の部分もあるかと思いますが、令和３

年１月から生活保護受給者に関しては、健康管

理支援事業に取り組むようにということで、法

律で定められております。実際としてどのよう

に取り組んでいくのかというあたりがなかなか

手探りの部分が昨年あたりからありまして、実

は昨年国の補助金を使って生活保護受給者の今

現在病院にかかっている状況、それから調剤の
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状況、それから私どもの衛生部でいわゆる特定

健診に似たような健康増進健診というようなも

のを受けているのですけども、その辺りのデー

タを使いまして、現在の生活保護受給者の医療

の需給状況の把握を約１年近くかけて行いまし

た。 

 その中で、今どういった取り組みをすると健

康管理支援に期するのかというようなことを約

７０件のモデルケースを抽出しまして、年末に

向けてどういった取り組みをすれば効果がある

のかあたりを今、取り組もうというところにな

っております。 

 以上、福祉事務所の取り組みをご案内させて

いただきました。 

（会長） 

  ひきこもりのほうをお願いします。 

（早崎しごととくらしの相談センター所長） 

くらしとしごとの相談センター所長の早崎か

らお答えさせていただきます。 

 こちらにつきましては、ネットワークが非常

に大事ですねって、先生からご意見がございま

した。我々は今現在、庁内含めて地域包括支援セ

ンターや、例えば保健センター、そのような関係

各所と連携しながら、連携のための会議、対応を

設けております。このところから気づきという

こと、特に今８０５０、７０４０という言葉もあ

るとおり、地域包括がここで発見をしてという

ケースも非常に出てきておりますので、こうい

ったところからのネットワーク作りを進めてい

るところでございます。 

 また、もう一点、生活困窮の視点からひきこも

りということに特化できるわけではないのです

が、ライフライン事業者連絡会というのも立ち

上げております。こちらについては、東京ガス、

電力会社、水道などと、例えば困っている方がい

ますというところで、私たちの相談機関につな

いでいただいてということをやっております。

よろしくお願いします。 

（会長） 

  よろしいですか。 

（近藤委員） 

  恐らくこうやってネットワークを進めていく

と一番負担がかかってくるのが、地域包括支援

センターだろうなと思います。先ほど、かなり地

域包括支援センターがアップアップしてってい

うような報告もありましたけど、ぜひ地域包括

支援センターの人材強化、あるいは予算面、地域

包括ケアだけで賄わなくてもいいとは思うので

すが、ネットワーク作りのための予算とか、政策

を強化していくということが、向こう何年かで

かなり必要になってくるのではないのかなと感

じております。その辺もご検討いただけるとい

いと思います。 

（会長） 

  ありがとうございます。先生がおっしゃった

ように、アンケートで把握できるものというの

は限度があるので、多様な方法で見つけていく、

それは一つでなく、いろんな方々の気づきとい

うことになります。その気づきの視点をどう伝

えていくのかということも、大事なところだと

思いますので、ぜひ大事なテーマとしてこれか

らも取り上げてもらえたらと思います。 

 そのほかはいかがでしょうか。お願いします。 

（吉田委員） 

  区議会議員の吉田こうじでございます。よろ

しくお願いします。 

 今のお話にも関わってくるかと思うのですが、

報告事項８番２３ページに「未来へつなぐあだ

ちプロジェクト」、貧困の連鎖を防ぐという足立

区の大きなプロジェクトですけれども、ここで

今回若年者の支援体制の構築と書かれています。

今まで足立区は様々な形でひきこもり支援です

とか、若者に対する支援とかいうのを行ってき

ていたとは思うのですが、今回新たにこれを新

しい取り組みとして載せたというのはどういう

方向の取り組みを考えていらっしゃるのか、伺

いたいのですが。 

（田口子どもの貧困対策担当課長） 
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  子どもの貧困対策、田口からお答えさせてい

ただきます。 

 今までももちろん若年者支援ということで、

都立高校の先生方との協議会や会議等は設けて

おりました。ただ、平成２９年の足立区内の都立

高校の中退者でございますが、１９３名と他区

と比べて大変多い数字も出ておりますので、今

現在は足立区内にある都立高校と会議等を設け

ながら、若年者の支援をどのように進めていく

べきかというのを検討しているところでござい

ます。 

（近藤委員） 

  教育委員会、教育的な取り組み、それから支援

と同時に福祉的な支援も必要ですし、また衛生

的な支援も必要になってくるのかなと思うので

す。 

 足立区が携われるのは、中学校までとなって

いる。ここで、その手が途切れてしまうと、この

部分を手厚くしていかないと、先ほどいろいろ

お話が出ていたひきこもりですとか、生きづら

さを感じるという若者が増えてくるというのが

大きな原因になっているのかなと私は思います

ので、例えば千住のほうでＳＯＤＡ（ソーダ）と

いう生きづらさを抱えている若者たちの総合支

援の窓口もできておりますし、あらゆる網の目

を張っていただいて、セーフティーネットで中

学校を卒業して高校に入って、高校でまた中途

で挫折してしまった、また、就職をしたけれども

そこでまた挫折をしてしまったという、そうい

った若者たちを、一つの方向だけじゃなくて、あ

らゆる角度で支援できるような仕組みをきちっ

と構築していただきたいなと思いますけども、

いかがでございましょうか。 

（田口子どもの貧困対策担当課長） 

  子どもの貧困対策、田口でございます。今、委

員からお話がございました、北千住にございま

すＳＯＤＡ（ソーダ）等、多様な機関等々関係し

ていきながら進めていきたいと考えております。 

（近藤委員） 

  もう一点だけお伺いいたします。 

 先ほど、お話に出ておりました高齢者の実態

調査の中で、高齢者の皆さんにどういう方がい

らっしゃるかというアンケートの分析の中に、

資料、報告事項３―１の資料の１２ページのと

ころに学歴が出ていたのですけれども、高齢者

の皆さんの実態を学歴で把握していくというこ

とに、少し違和感があります。 

 年収ですとか、持ち家がどういう形かという

のは、高齢者の方の生活を支えていく上では、大

変重要な見方かなと思うのですが、それの大本

として学歴というものを調べて、何に役立てて

いこうとしているのか、この学歴が分かったと

ころで、何がどう変わるのか、私には理解できな

かったのですが、ご説明いただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

（会長） 

  お願いします。 

（渡邉高齢福祉課長） 

高齢福祉課からお答えします。 

 この設問を考えるにあたり、どういう意図で、

どのような調査結果をもとにやったのかにつき

ましては、私が着任したのが今年の４月からで

あり、把握していないため、前任者に確認した上

で後ほどお答えさせていただければと思います。

よろしくお願いします。 

（会長） 

  ありがとうございます。先ほどお話にあった

ように、実は相談窓口というのは相談できる力

がなければつながってこないわけですよね。そ

こに来ない人たち、既存の制度、サービスから漏

れている人たちがいないかどうかということを、

どう浮かび上がらせていくのか、そういった観

点で分析できるものがあれば、ぜひ分析して出

していただけたらというふうに思います。では、

いかがでしょうか。お願いします。 

（中村委員） 

  今、高齢者問題が大分出ています。高齢者の該

当者として、先ほどネットワークの問題が出ま
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して、私たちはもう２０年近く友愛活動をやっ

ております。２人１組で弱い人とか、独り住まい

の方とか、そういうとこへ訪問してお話をする、

それができないときには電話で安否確認をした

り、そういう活動をしているのです。それを老人

会の今度はメインにしようということで、老人

クラブというとどうも敬遠されまして、私はま

だそんな年じゃないとか、そういうふうに言わ

れてしまうので、会員から公募しまして名称を

友愛クラブに今後変更することにいたしました。  

見守りながら助け合うという活動を広げて、

もっともっとネットワークを広げていこうとな

りましたので、いろんな面で皆様方にご協力願

うことがあると思います。そのときにはぜひよ

ろしくお願いいたします。足立区友愛クラブ連

合会という名前になります。老人福祉法で老人

なのですけど、ネームがよくないというような

お話が区民からも何年か前にありまして、変え

たら？と言われました。それならば、ということ

で、みんなから公募しましてメインの柱である

友愛クラブを採用いたしましたので、これから

少しずつ力を入れて、ネットワークを作ってい

って、網の目を小さくしてできるだけ取りこぼ

しのないように、いろんな面で協力して、特に地

域包括ケアシステムの中に組み入れていただい

て、一生懸命やっていきたいと思います。よろし

くお願いいたします。以上です。 

（会長） 

  すてきな名称を付けていただきまして、あり

がとうございます。 

 時間になってきましたので、恐らくまだご意

見があることと思いますけれども、ありました

らば、ぜひ、事務局にお伝えいただきたいと思い

ます。 

 １点だけ私から。今日お話を伺わせていただ

いて、とても大事なだと思ったのは、白石委員が

おっしゃっていたことなのですが、生活ニーズ

は絶えず変化して流動していくわけです。５年、

１０年、２０年、いかに地域の状況をつかむかと

いうことが重要になってくるので、地域分析、地

域アセスメントと言ったりしますけれども、ぜ

ひそういったところのデータ分析で考えてもら

えたらと思っています。 

 また、東京の待機者の２，０００人の内訳の分

析がとても重要だと思うのです。医療的なニー

ズが高い人たちがいて、なかなか入れないのか、

どうなのかです。あるいは、ほかの別の社会資源、

サービス付き高齢者住宅やグループホーム、実

は非常に入居の支援ってたくさん増えてきてい

るので、総合的に見ないと作ったけれども利用

する方がいないということも、各市で起きてい

るところがありますので、改めてこの協議会に

おいては地域の実態をしっかりとつかんだ上で

皆様方と議論していけたらと思ったところです。

いろいろ学ばせていただいてありがとうござい

ました。 

 以上をもちまして質疑を終了したいと思いま

す。では、進行を事務局にお返しします。 

（秦福祉管理課長） 

  本日は、長時間にわたりご審議いただきあり

がとうございました。次回の協議会は令和２年

１２月２４日木曜日の開催を予定しております。

年末のお忙しい中となりますが、よろしくお願

いいたします。 

 開催のご案内につきましては、追って資料等

を遅らせてただいきます。 

 以上をもちまして。本日の地域保険福祉推進

協議会を終了いたします。皆様、ありがとうござ

いました。 

午後４時閉会 


